
花
屋
別
館（
鳥
取
県
・

三
朝
温
泉

）

藤
井
　
美
紗
子
さ

ん



世界屈指のラジウム温泉

ＪＴＢ旅ホ連愛媛支部など

〝お接待の心〟体験

松山で「遍路ウォーク」

「
ス
キ
ー
伝
承

年
」

新
潟
県
湯
沢
町
　

冬
の
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ

連載

時
計
店
で
欺
か
れ
た
経
験

和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
優
秀
賞
）

ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
わ
く
た
ま
く
ん

⑨

第回

関西観光
施設連盟　第１回研究会開く
アレルギー対応学ぶ

ホテル旅館
月の倒産

６
件
、負
債

億
円

帝
国
デ
ー
タ

調

べ
　

額
は

年
最
少
に

　

三
朝
温
泉
は
ラ
ジ

ウ
ム
含
有
量
が
世
界
一
で

す
ね
。

　
「
新
陳
代
謝
が
活
発
に

な
る
の
で
、
免
疫
力
や
自

然
治
癒
力
を
高
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
町
内
の
岡

大
三
朝
分
院
や
三
朝
温
泉

病
院
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や

治
療
に
温
泉
を
使
っ
て
い

ま
す
」

　

赤
ち
ゃ
ん
で
も
入

れ
ま
す
か
。

　
「
無
味
無
臭
で
飲
泉
も

で
き
る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん

も
安
心
し
て
入
浴
で
き
ま

す
。
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
無

料
貸
し
出
し
の
ベ
ビ
ー
グ

ッ
ズ
も
用
意
し
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
連
れ
や
、
親

子
３
代
で
来
ら
れ
る
方
も

多
い
で
す
。
お
む
つ
無
料

の
赤
ち
ゃ
ん
プ
ラ
ン
な
ど

も
用
意
し
て
い
ま
す
」

　

自
慢
の
カ
ニ
料
理

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
特
に
お
す

す
め
は
松
葉
ガ

ニ
料
理
で
す
。

３
月
ま
で
は
港

で
浜
茹
で
し
た

新
鮮
な
カ
ニ
づ

く
し
の
会
席
を

楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
関

東
か
ら
も
ツ
ア

ー
を
利
用
し
て

来
ら
れ
ま
す
。

冬
以
外
の
季
節

も
ア
ゴ
や
白
イ

カ
、
岩
カ
キ
、

ハ
タ
ハ
タ
な
ど
１
年
を
通

し
て
日
本
海
の
海
の
幸
を

ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
」

　

三
朝
温
泉
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
と
は
何
で
す
か
。

　
「
当
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

イ
ベ
ン
ト
で
、
三
朝
温
泉

街
の
各
店
舗
内
や
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
三
朝
ゆ
か
り
の

品
な
ど
を
展
示
し
て
い
る

『
湯
の
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

を
足
湯
や
飲
泉
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
ご
案

内
し
た
り
、金
、土
曜
日
に

は
『
あ
っ
た
か
座
』
と
い

う
郷
土
芸
能
の
ラ
イ
ブ
会

場
ま
で
お
連
れ
し
ま
す
」

　

ラ
イ
ブ
の
出
演
者

は
。

　「
町
の
人
が
、歌
や
三
味

線
、
和
太
鼓
な
ど
を
披
露

し
ま
す
。
来
年
は
開
湯
８

５
０
年
に
当
た
る
の
で
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開

催
す
る
予
定
で
す
」

　

藤
井
さ
ん
は
鳥
取

県
、
旅
館
お
か
み
の
会
の

会
長
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
県
内

施
設
の
女
将

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
年

に
３
回
は
集
ま
っ
て
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
」

　
【
１
泊
２
食
付
き
平
日

１
万
３
千
円
か
ら
】

　
欺
い
た
お
客
さ
ま
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

お
店
の
看
板
を
大
切
に
し
よ
う
①

　
賞
味
（
消
費
）
期
限
、
原
材
料
、
産
地

の
偽
装
…
挙
句
の
果
て
は
子
供
向
き
玩
具

の
Ｓ
Ｔ
マ
ー
ク
（
安
全
マ
ー
ク
）
の
不
正

使
用
、
新
聞
紙
上
や
テ
レ
ビ
で
度
々
取
り

上
げ
ら
れ
る
「
不
祥
事
」
だ
が
、
よ
く
も

懲
り
ず
に
次
々
に
明
る
み
に
出
る
も
の
で

あ
る
。も
ち
ろ
ん
お
店
の
信
用
は
台
無
し
。

そ
れ
が
原
因
で
倒
産
や
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
た
企
業
も
少
な
く
な
い
。
も
う
か
っ
て

い
な
い
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
よ
り
に
よ
っ

て
老
舗
が
多
い
の
に
は
二
度
驚
く
。
そ
こ

ま
で
し
て
「
も
う
け
」
に
走
ら
な
く
と
も

…
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　
多
少
異
な
る
が
私
に
も
欺
か
れ
た
経
験

が
あ
っ
た
。
腕
時
計
を
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

に
出
し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
し
た
ば
か
り

な
の
に
時
計
が
遅
れ
る
。
修
理
保
証
付
き

な
の
で
、
依
頼
し
た
時
計
店
に
持
っ
て
い

く
も
「
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
休
業
」
の

無
情
な
貼
り
紙
。
し
か
た
な
く
友
人
に
頼

ん
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

何
と
「
開
け
て
は
い
る
が
調
整
し
た
形
跡

は
あ
ま
り
な
い
」
と
の
こ
と
。
呆
れ
た
も

の
だ
。
決
し
て
安
く
は
な
い
料
金
を
払
っ

て
い
る
の
に
依
頼
し
た
作
業
を
し
て
い
な

い
と
は
！
。

　
素
人
の
私
で
は
裏
ぶ
た
を
開
け
る
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を

し
な
く
て
も
判
ら
な
い
と
で
も
思
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
お
店
が
営
業
を
再
開
し

て
か
ら
抗
議
し
、
再
修
理
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
時
以

来
、
そ
の
お
店
の
ウ
イ
ン
ド
ー
に
並
ぶ
時

計
を
見
る
と
「
す
べ
て
狂
っ
て
い
る
」
か

に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
お

店
の
看
板
に
は
「
誠
意
と
真
心
の
○
○
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。

（
こ
の
項
続
く
）

　
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

研
究
開
発
講
師
＝http://www.ma-suppor

t.co.jp

）

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
す

べ
て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
石
川
県
の
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組

合
は
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
わ

く
た
ま
く
ん
」
を
全
国
各
地
の
観
光

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
登

場
さ
せ
、
誘
客
と
地

域
の
振
興
に
一
役
買

っ
て
い
る
。

　
同
温
泉
の
名
物
、
「
塩
味
ト
ロ
ト

ロ
温
泉
た
ま
ご
」
の
モ
チ
ー
フ
キ
ャ

ラ
と
し
て
、
２
０
０
８
年

月
に
誕

生
。
当
初
は
商
店
街
の
１
カ
月
限
定

の
イ
ベ
ン
ト
キ
ャ
ラ
だ
っ
た
が
、
そ

の
愛
ら
し
い
表
情
に
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
感
じ
た
と
し
て
、
和
倉
温

泉
の
観
光
Ｐ
Ｒ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
製

作
し
て
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
や
全
国

各
地
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
出
向
き
、
宣

伝
を
行
っ
て
き
た
。
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ

ッ
タ
ー
も
立
ち
上
げ
、
フ
ァ
ン
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
努
め
た
。

　
２
０
１
２
年
３
月
に
は
若
い
女
性

に
人
気
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
参
加
。
温
泉
地
と
し
て
初
め
て
の

参
加
と
話
題
性
も
あ
り
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の

ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
七
尾
線
で
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
が
走
っ
た

り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
オ
ブ
ジ
ェ
が

設
置
さ
れ
た
公
園
も
整
備
さ
れ
て
い

る
。

　
「
遠
方
か
ら
毎
年
数
回
宿
泊
さ
れ

る
わ
く
た
ま
く
ん
フ
ァ
ン
も
多
数
存

在
す
る
」
と
同
組
合
。
「
一
過
性
に

終
わ
る
こ
と
な
く
、
末
永
く
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
を
大

切
に
育
て
て
い
き
た

い
」
。

  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
    ，
  ，
合計  ，  ，

ホテル・旅館経営業者の倒産

月 件数 負債総額
（百万円） 件数 負債総額

（百万円）

年 年

（１３） 第２７３４号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）１月５日（日曜日）

参加したＪＴＢ旅ホ連会員や
観光関係者

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
愛
媛
支
部
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
松
山
支
店
の
主
催
、

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
の

協
力
に
よ
る
四
国
遍
路
開
創

１
２
０
０
年
記
念
松
山
８
ケ

寺
ウ
ォ
ー
ク
が

月

日
、

愛
媛
県
松
山
市
で
開
か
れ

た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
会
員
や
観

光
関
係
者
約

人
が
松
山
市

内
の
札
所
８
ケ
寺
約
８
里

（
約

㌔
）
を
歩
き
、
「
お

接
待
の
心
」
や
「
お
も
て
な

し
の
心
」
を
体
験
し
た
。

　
コ
ー
ス
上
に
設
け
ら
れ
た

お
接
待
処
で
は
、
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
松
山
支
社
、
大
塚
製
薬

松
山
営
業
所
、
サ
ー
ク
ル
ケ

イ
四
国
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
山

大
学
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
な
ど
の
企
業

・
団
体
が
飲
み
物
や
食
事
を

提
供
し
た
。

　
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
が

２
０
１
４
年
に
開
創
１
２
０

０
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し

て
、
同
日
に
は
「
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
開
創
１
２
０
０

年
祭
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。

　
ま
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で

は
、

年
度
上
期
に
「
日
本

の
旬
四
国
」
を
展
開
し
、
手

軽
に
遍
路
を
体
験
で
き
る

「
バ
ス
お
遍
路
」
や
「
お
遍

路
レ
ン
タ
カ
ー
」
な
ど
を
実

施
す
る
。

　
新
潟
県
湯
沢
町
（
田
村
正

幸
町
長
）
と
同
町
観
光
協
会

（
小
林
庄
一
会
長
）
は

月


日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
あ
り
が
と

う
湯
沢
・
感
謝
の
集
い
」
と

題
す
る
懇
談
会
を
開
い
た
。

ス
キ
ー
伝
承
１
０
１
年
目
を

迎
え
た
同
町
の
こ
の
冬
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
を
首
都
圏
の
旅

行
業
者
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
観
光
協
会
の
小
林
会
長

（
ホ
テ
ル
双
葉
社
長
）
＝
写

真
＝
は
「
今
年
も
ス
キ
ー
場

が
オ
ー
プ
ン
し
、
ゲ
レ
ン
デ

が
白
一
色
に
染
ま
っ
て
い

る
。再
来
年（
２
０
１
５
年
）

の
北
陸
新
幹
線
開
通
で
、
湯

沢
町
は
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
が
、
東
京
か
ら
１
時
間
半

と
い
う
利
便
性
は
変
わ
ら
な

い
。
皆
さ
ま
か
ら
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

月
１
日
の
町
長
選
で
初

当
選
し
た
田
村
町
長
は
「
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
昨
年
（
２

０
１
２
年
）
は
前
年
を

万

人
上
回
る
観
光
客
を
迎
え
ら

れ
た
。
今
年
も
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
り
、
各
ス
キ
ー

場
と
も
受
け
入
れ
態
勢
は
万

全
。
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
お

客
さ
ま
を
お
送
り
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
町
の
今
冬
の
取
り
組
み
と

し
て
、
前
年
の
ス
キ
ー
伝
承

１
０
０
周
年
を
機
に
企
画
し

た
「
ス
キ
ー
場
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
今
年
も
継
続
し
て

実
施
。
今
回
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
利
用
し
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
で
、
専
用
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
各
ス
キ

ー
場
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
抽
選
で
ペ
ア
宿
泊
券
や

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

㌔
な

ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

期
間
は
３
月

日
ま
で
。

　
ま
た
町
内
の
歴
史
民
俗
資

料
館
「
雪
国
館
」
が
開
館


周
年
を
迎
え
、
７
月
１
日
ま

で
「
ス
キ
ー
で
振
り
返
る
湯

沢
の
歴
史

年
」
な
ど
の
特

別
展
を
開
催
す
る
。

　
４
月
か
ら
の
新
潟
県
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
開
催
に
向
け
て
、
宿

泊
施
設
の
受
け
入
れ
態
勢
の

充
実
ぶ
り
も
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
１
３
年

月
の

ホ
テ
ル
旅
館
経
営
業
者
の
倒

産
（
負
債
１
千
万
円
以
上
の

法
的
整
理
）
は
６
件
、
負
債

総
額
は

億
１
５
０
０
万
円

だ
っ
た
。
件
数
は
前
月
か
ら

３
件
減
少
（

・
３
％
減
）

も
、
前
年
同
月
比
で
は
３
件

増
加（
１
０
０
・
０
％
増
）。

負
債
総
額
は
前
月
比

億
２

千
万
円
減
少（

・
７
％
減
）

し
、
同
年
最
少
を
記
録
。
た

だ
、
前
年
同
月
比
で
は
９
億

７
１
０
０
万
円
増
加
（
２
８

２
・
３
％
増
）
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
９
件
減

（
８
・
９
％
減
）の

件
。負
債

総
額
が
同
１
６
９
億
７
５
０

０
万
円
減（

・
４
％
減
）の

５
８
９
億
２
１
０
０
万
円
。

４
件
、
負
債
３
億
円


月
の
旅
行
業
者
倒
産

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
１
３
年

月
の

旅
行
業
者
の
倒
産
は
４
件
、

負
債
総
額
は
３
億
円
だ
っ

た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
９
件
増

（

・
０
％
増
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同
５
億
３
７
０

０
万
円
減
（

・
８
％
減
）

の

億
４
８
０
０
万
円
。

　
関
西
観
光

施
設
連
盟

（
中
村
健
治

会
長
）
、
日

本
観
光
施
設

協
会
関
西
支

部
（
同
支
部

長
）
は

月


日
、
京
都

市
の
レ
ス
ト

ラ
ン
嵐
山
で

食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
関
す

る
第
１
回
の
研
究
会
を
開
い

た
。
医
療
な
ど
各
界
の
専
門

家
を
招
き
、
昨
今
話
題
と
な

っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
ら
の

ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防
止
に
向

け
て
、
対
策
を
学
ん
だ
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
嵐
山
（
京
都

市
）
、
清
水
順
正
（
同
）
の

各
施
設
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
子
供
な
ど
へ
の

対
応
例
を
発
表
。
同
志
社
女

子
大
学
教
授
で
医
学
博
士
の

伊
藤
節
子
氏
が
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
関
わ
る
対
策
を
話
し

た
。
ほ
か
に
保
険
会
社
か
ら

保
険
業
務
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　
事
業
は
京
都
府
と
の
連
携

共
催
で
、
当
日
は
京
都
府
健

康
福
祉
部
の
東
中
真
美
課
長
が
、
府
が
進
め
る
「
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
子
　
京
都
お
こ
し
や
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。


